
登録更新のお知らせ 

次の登録番号の団体は、登録更新の年となりますので更新手続をお願いします。 

0216～0305 

0508～0527 

0336～0366 

0555～0568 

0398～0423 

0593～0597        

0456～0473 

0604～0621 

3 月中に郵送またはメールでお送りする登録申請書等の書類に必要事項をご記入の

うえ、4 月末までにくららにお持ちいただくか、郵送・メール・FAX でご提出くだ

さい。登録申請書等は、くららのホームページからもダウンロードできます。 

ロッカー（1,500 円／年）・メールボックス（無料）をご利用の団体は、４月末ま

でに更新手続をお願いします。ロッカー代は、くららで直接お支払いください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

くららで話そ！ 

中山間地域の地域おこし～日光での実践から～ 

 
日光の過疎地域で地域おこ
しに取り組んでいる中村さ
んに、活動することの魅力
ややりがい、ネットワーク
のつくり方、ご自身の研究
などをお聞きします！ 

日 時：3 月 28 日（木）18：30～20：00 

場 所：栃木市市民交流センター 

    1 階交流スペース 

ゲスト：中村哲也さん 
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Facebook Ｘ Instagram 

くららの SNS 

市民活動推進講座 

市民活動団体向けユースワーク講座 
 

中高生などの若い世代に活動 
に参加してもらいたい方、必 
聴！「ユースワーク」という 
考え方を学び、お互いに良い 
ボランティア体験をつくりま 
せんか？ 

日 時：４月 20 日（土）18：00～20：00 

場 所：栃木市市民交流センター 

    1 階大交流室 

ゲスト：今井直人さん 

（尼崎市立ユース交流センター副センター長） 

講座レポート 

令和 5 年度 協働のまちづくりセミナー 第 2 回 

市民一人ひとりの参加と協働でつくる ゆたかな森 うつくしい里山 



助成金情報 

 

公益財団法人国際緑化推進センター  

緑の募金事業 

国内外の森と人を元気にする活動、緑を増やして地球温暖化防止や生物多様性保全に貢献する活動、森

づくりのリーダーを育てる活動、森や里山で子どもたちを育むことができる活動などを助成します。 

対象団体：森林ボランティア、里山保全団体、NPO等の営利を目的としない団体 

助 成 額：（国内の活動）上限 200 万円（国外の活動）上限 300 万円 

対象期間：2024 年 7 月 1 日～2025 年 6 月 30 日 

応募締切：2024 年 3月 15 日（金） 

問 合 せ：公益社団法人国土緑化推進機構  

TEL 03-3262-8457 FAX 03-3264-3974 

E-mail m-bokin@green.or.jp  

support-ngo@jifpro.or.jp  

日本国内の自然公園等におけるすぐれた自然環境の保存及び活用に関する実践活動、普及啓発活動等 

を行う団体に対して助成します。 

対象団体：営利を目的としない団体・個人 

助 成 額：総額 500 万円（10 件程度） 

応募締切：2024 年 3月末日 

問 合 せ：公益信託タカラ・ハーモニストファンド事務局 TEL  075-211-5525 

公益信託タカラ・ハーモニストファンド事務局 

タカラ・ハーモニストファンド助成事業 

くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

「くららで話そ！」
報告   

第 316 回 1 月 25 日（木）18：00～19：30 キニナル栃木人と話そ！ 

ゲスト：戸田良訓さん（ファーマーズコネクト、大平わいわいテラス） 

農家の長男に生まれ、23 年の市役所勤務を経て、昨年からいちご・米・麦の農業を継いだ。ファーマ

ーズコネクトでは農業に関わる人、興味がある人をつなげる活動に取り組んでいる。「いちご＝栃木

市」のイメージは薄いが、いちごパフェづくりなど、身近に感じてもらえるようなイベントをひらいた

り、栃木市が生産量日本一のビール麦を使って喫茶店とクラフト麦茶を開発したり、カレー屋さんとカ

ブキーマカレーを作ったりしている。自分が育てた作物を、地域の方が加工したり、食べてくれるのは

嬉しいし、人とつながればやりがいを感じながらやっていける。ツタンカーメンに扮して地域のイベン

トなど栃木市を PR している。きっかけは嘉右衛門町の夏祭りが中止になったときのこと。一番インパ

クトがあったツタンカーメンで「栃木市を PR してくださいよ～」と言われたことからはじまった。皆

さんに声をかけてもらえるし、皆さんに支えられてやめられなくなっちゃった（笑）役者志望ではない

けれど市民劇にも参加している。原点は市民劇「大平物語」だった。舞台をきっかけに人と関われる機

会がとても幸せなことだと思っている。小さなことでも自分ができる何かをして、いろんなところと連

携しながらつながった人たちのサイクルをつくりたい。参加者からは、これから農家になろうと思う、

農業に関わりたいという声も。戸田さんを起点に農業に関わる豊かな循環が広がっていく予感がした。 



 

登録団体・イベント・ボランティア情報 

西方音楽館 

親子のための音楽会 

美しい音楽と親子で触れ合うわらべうたで、格別な

ひと時を過ごしませんか？ 

日 時：2024 年 3 月 23 日（土）11：00～11：45 

場 所：西方音楽館 木洩れ陽ホール＆馬酔木の蔵 

参加費：0 歳児から 2 歳児まで 500 円 

参加費：3 歳児～大人 1,000 円     

問合せ：西方音楽館 

    TEL 0282-92-2815 

栃木市立文学館・田村律之助顕彰会 

文学館・律之助マルシェ 

楽器演奏やキッチンカーなど、楽しい企画が盛りだ

くさんです。 

日 時：2024 年 3 月 10 日（日）10：00～15：00 

場 所：栃木市立美術館・文学館ひろば 

内 容：麦菓子販売、クラフトビール“律之助物語” 

販売、アレルギー対応食品販売、キッチン 

カー等 

同日開催：「くららフェスタ 2024」「文学館で古本市」 

栃木市 

人権講座「多様な性と私たち～LGBTQ+も暮らし 

やすい栃木市を考える～」 

S-PEC の活動紹介、栃木の現状、活動から見える

LGBTQ+の困りごと、周囲に望むことなどについて、

講師の方々からお話をお聞きします。 

日 時：2024 年 3 月 17 日（日）10：00～12：00 

場 所：栃木市市民交流センター 1 階大交流室 

講 師：中島潤さん（NPO 法人「LGBT の家族と 

友人をつなぐ会」メンバー） 

佐藤さん（S-PEC（えすぺっく）代表） 

参加費：無料 

詳 細：市ホームページを確認ください→ 

問合せ：栃木市人権・男女共同参画課  

TEL 0282-21-2161 

 

 

とちぎ・すけっとカフェ 

とちぎ・すけっとカフェ 

私たち高齢者も、これからは「お互い様で、助け合

って生きる。」を目標に、みんなでおしゃべりしま

せんか？みんなで楽しいことをしているうちに、 

年を忘れて元気になります。すけっとカフェに来て

みませんか？ 

日 時：2024 年 3 月 6 日（水）10：00～13：00 

場 所：栃木市市民交流センター 2 階交流スペース 

内 容：ラジオ体操、あたまの体操、朗読 

問合せ：とちぎ・すけっとカフェ 

TEL 0282-24-5305（日向野） 

 

 

谷中村の遺跡を守る会 

よし焼き後の谷中村散策ツアー 

よし焼き後の広々とした渡良瀬遊水地で、谷中村役

場跡や延命院・共同墓地跡などを散策します。 

日 時：2024 年 3 月 31 日（日）9：30～15：00 

場 所：渡良瀬遊水地谷中村史跡ゾーン  

レンタサイクル前 

参加費：1,000 円 

申込締切：3 月 10 日（日） 

問合せ：谷中村の遺跡を守る会 

    TEL 090-3140-0733 

にじ色まつり実行委員会 

にじ色まつり実行委員・事務局長 募集 

今年 11 月末に開催予定のにじいろまつりを 

企画運営する実行委員を募集します。 

曜 日：毎月金曜日か土曜日 

場 所：にじいろまつり実行委員会事務局 

人 数：4～5 名程度 

問合せ：にじ色まつり実行委員会 

    TEL 090-7701-3130 

    kappa1@cc9.ne.jp 



レポート 令和 5 年度 協働のまちづくりセミナー 第 2 回 

市民一人ひとりの参加と協働でつくる ゆたかな森 うつくしい里山 

森林は、水をきれいにする、土砂災害を防ぐ、二酸化炭素を吸収するなど私たちの暮ら 

しを守る公益的な機能をもち、だからこそ人の手による適切な管理と更新が大切です。 

今回のセミナーでは、森林や里山を保全するために、若者をはじめ外国の方や障がいのあ 

る方など、多様な人たちの参加と協働で取り組んでいる NPO 法人トチギ環境未来基地の塚本竜也さんにご講演

いただきました。 

まず、農林整備課の職員の方から、栃木市の森林の現状と課題についてご説明いただきました。栃木市は土地

面積の約 25%を森林が占め、森林の中で広葉樹が占める割合は約 41%（意外と多い！）で、里山林の管理のた

めに活動している団体数は県内の市町の中では多いそうです。課題としては、森林所有者の高齢化、病害虫によ

る被害（ナラ枯れ等）、シカ・イノシシの増加に伴うヤマビル・マダニの被害などがあります。ご自身も仕事中に

ヤマビルに吸血されたこと、マダニに咬まれて皮膚科で切開手術をした経験もご紹介いただきました。 

続いて、塚本さんからは、日本の森林の半分以上を占める私有林の管理放棄が増え続けている現状の中で、近

年では森林が公益的な機能（生物多様性・地球環境・土壌の保全、土砂災害防止、水源かん養など）をもってい

るという認識は広がっており、みんなにとって大切であるからこそ、森林所有者だけでなく市民一人ひとりの参

加と協働が重要であることをお話しいただきました。塚本さんは、森のようちえんの運営者や農業者、住民組織、

企業、福祉事業所等と協働しながら各地の森づくりに取り組んでいます。多様な人たち（大学生、ひきこもりの

若者、障がい者、親子、企業ボランティア、外国人、地域住民など）の力をいかすための／誰もが森林や里山に

親しめる活動をつくるための／里山の恵みを暮らしに取り入れてもらうための様々な工夫と実践を学びました。 

開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休 館 日 水曜日・年末年始  

〒328-0016 栃木県栃木市入舟町６-８ 栃木市市民交流センター内 

TEL 0282-20-7131 FAX 0282-20-7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 

3 月は花が見ごろですね。先日、絵本作家・田代さんが絵を描く夜と題し、くら

らで話そ！を開催しました。季節の花・菜の花と水仙をモチーフに絵を描いてい

ただきました。くらら事務室内に飾られていますので、ぜひご覧ください。（大塚） 

 

とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、 

さまざまな分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

※くららは、NPO法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています 
編集後記 

登録団体数：２４１団体 

会員数：２１,４４２名 

（令和 6年 3月 1 日時点） 

参加者の感想から 

・森林整備は素人には難しいと思いがちだが、ひきこもりの方の社会参加の場になったり、森づくりをしなが

ら英語を学ぶ場になったり、こんなプログラムがあるんだ！と思った。 

・森林のあらゆるものを包摂する力と様々な人を受け入れる仕掛けをつくる人の存在を知ることができた。 

ゆるやかに森林に親しむ人が増えていく仕組みが良いと思った。 

mailto:kurara-tochigi@cc9.ne.jp
http://www.kurara-tochigi.org/

